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合
格
者
は
、
採
用
候
補
者
名
簿

に
登
載
し
、
今
年

月
１
日
又
は
、

１０

来
年
４
月
１
日
に
採
用
す
る
予
定

で
す
。
た
だ
し
、
採
用
時
に
各
学

校
を
卒
業
し
て
い
な
い
、
又
は
資

格
等
の
取
得
見
込
み
が
な
い
場
合

は
失
格
と
な
り
ま
す
。

●
採
用
日
／
区
分
／
職
種
／
定

員
／
対
象
／
必
要
な
資
格
等

下

表
の
と
お
り

●
試
験
日
程

大
学
・
短
大（
自
己
Ｐ
Ｒ
方
式
）▼

１
次
試
験
糸
７
月

日
昇
～

日

１９

２３

松
の
う
ち
１
日
と

日
掌

２
次

２４

試
験
糸

月
１
日
採
用
は
８
月
８

１０

日
捷
、
来
年
４
月
１
日
採
用
は
８

月
９
日
昇

大
学
・
短
大（
一
般
方
式
）▼
１
次

試
験
糸
７
月

日
昇
～

日
松
の

１９

２３

う
ち
１
日
と

日
掌

２
次
試
験

２４

糸
保
育
士
は
８
月

日
掌
・

日

２１

２２

捷
の
う
ち
１
日
、
そ
の
他
は
８
月

日
昭
と
、

日
晶
・

日
松
の

１８

１９

２０

う
ち
１
日

高
校
・
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者

▼
１
次
試
験
糸
９
月

日
掌

２

１８

次
試
験
糸

月

日
掌

１０

１６

●
試
験
内
容

面
接
・
筆
記
・
性

格
検
査
・
作
文
等

※
保
育
士
・
教
諭
職
は
、
２
次
試

験
で
別
途
実
技
試
験
あ
り
。

●
申
込
期
間

大
学
・
短
大（
自

己
Ｐ
Ｒ
・
一
般
方
式
）
糸
５
月
２３

日
捷
～
６
月

日
昌

高
校
・
民

１５

間
企
業
等
職
務
経
験
者
糸
８
月
１

日
捷
～

日
昭

１８

●
申
込
方
法

受
験
申
込
書
・
面

接
カ
ー
ド
・
成
績
証
明
書
・
卒
業

（
見
込
）証
明
書
を
原
則
郵
送（
消

印
有
効
）で
各
申
込
期
間
内
に
、

人
事
課（
〒

－

８
５
０
１
住
所

４４６

記
載
不
要
）へ

※
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
は
職

務
経
歴
票
、
大
学
・
短
大（
自

己
Ｐ
Ｒ
方
式
）は
面
接
カ
ー
ド

に
代
え
て
自
己
Ｐ
Ｒ
シ
ー
ト
が

必
要
。

※
要
項
・
申
込
書
等
は
、
同
課
・

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

詳
細
は
試
験
実
施
要
項
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

市
役
所
今
年

月
及
び
来
年
４
月
採
用
職
員
を
募
集

１０

■問
▼
人
事
課

（
緯〈

〉２
２
０
３
）

７１

趣
向
を
こ
ら
し
、
自
ら
手

作
り
し
た
イ
カ
ダ
で
矢
作
川

を
下
り
ま
せ
ん
か
。

●
と
き

７
月
２
日
松
午
前

８
時
～
午
後
１
時
予
定（
予

備
日

日
松
）

２３

●
コ
ー
ス

川
島
河
川
敷
公

園
～
藤
井
公
園
東
の
矢
作
川

堰（
約

灼
）

４．５

●
対
象

小
学
３
年
生
以
上

の
３
～
５
人
で
１
艇

※
小
中
学
生
の
参
加
に
は
制

限
あ
り
。

●
定
員

艇（
先
着
順
）

５０

●
費
用

１
艇
２
０
０
０
円

●
そ
の
他

参
加
者
に
は
６

月

日
松
に
桜
井
公
民
館
に

１８
て
説
明
会
を
実
施

●
申
し
込
み

５
月

日
晶

２０

～
６
月

日
晶
午
前
９
時
～

１０

午
後
５
時（
捷
を
除
く
）に
、

申
込
書
を
直
接
か
郵
送（
必

着
）、フ
ァ
ク
ス
で
桜
井
公
民

館（
〒

－

１
１
５
４
桜
井

４４４

町
大
役
田
１－

１
／
胃〈

〉
９９

５
４
６
３
）／
緯〈

〉３
３

９９

１
３
）へ

必要な資格等（取得・
履修見込み含む）対象定員

（程度）職種区分採用
日

昭和６１年４月２日以
降生まれで、４年制
大学・短期大学・高
等専門学校・専修学
校の専門課程を卒業
又は来年３月（１０月
１日採用者は今年９
月）までに卒業見込
みの人

３人事務職
（一般）

大学
短大

自己
ＰＲ
方式

１０月
１日

３人事務職
（一般）

大学
短大

自己
ＰＲ
方式

来年
４月
１日

１５人

一般
方式

保育士資格と幼稚園教
諭免許２５人保育士・

教諭職
土木系の科目を履修２人技術職

（土木）
建築系の科目を履修１人技術職

（建築）
保健師資格１人保健師
身体障害者手帳の交付
を受けた人で、自力で
通勤ができ、介護者な
しで職務の遂行ができ
る人

昭和５６年４月２日以
降生まれで、４年制
大学・短期大学等を
卒業又は来年３月ま
でに卒業見込みの人

１人
事務職
（身体
障害者）

平成１０年４月２日以
降生まれで、高等学
校を来年３月までに
卒業見込みの人

１人事務職
（一般）高校

民間企業等で情報処理
実務経験期間が５年以
上ある人昭和５６年４月２日～

昭和６１年４月１日生
まれで、４年制大学
を卒業した人

１人事務職
（一般）

大学

民間
企業
等職
務経
験者

大学で土木系の科目を
履修し、民間企業等で
土木工事の設計・施工
管理実務経験期間が５
年以上ある人

１人技術職
（土木）

※地方公務員法第１６条（欠格条項）に該当する人は受験できません。
※実務経験とは、正規社員として同一の事業所で１週間当たり３５時間以上勤務
し、１年以上継続して職務に従事した期間が該当します。
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昨
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た

「
さ
わ
や
か
マ
ナ
ー
ま
ち
づ
く
り

条
例
」を
、
よ
り
身
近
に
感
じ
、

よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
日
常
で
起
き
た
事
例
や
皆

さ
ん
の
経
験
等
を
川
柳
に
し
た
作

品
を
公
募
し
ま
す
。

●
さ
わ
や
か
マ
ナ
ー
と
は

よ
り

良
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に
遵
守
し
て
ほ
し
い
次
の
６
つ

の
項
目

暫
ポ
イ
捨
て
を
や
め
よ
う

暫
路
上
喫
煙
を
や
め
よ
う

暫
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
は
持
ち
帰
ろ
う

暫
ち
ら
し
を
散
乱
さ
せ
な
い
よ
う

に
し
よ
う

暫
歩
き
ス
マ
ホ
を
や
め
よ
う

暫
落
書
き
を
や
め
よ
う

●
募
集
作
品

さ
わ
や
か
マ
ナ
ー

を
題
材
と
し
た
川
柳

※
川
柳
は
俳
句
と
同
じ〈
五
・
七
・

五
〉の
十
七
音
の
定
型
詩
。

●
注
意
事
項

暫
作
品
は
応
募
者
自
作
の
未
発
表

作
品
で
、
第
三
者
が
有
す
る
著

作
権
を
侵
害
し
て
い
な
い
も
の

に
限
り
ま
す

暫
採
用
作
品
の
著
作
権
、
商
標
権
、

そ
の
他
一
切
の
権
利
は
安
城
市

に
帰
属
し
ま
す

さ
わ
や
か
マ
ナ
ー
川
柳
を
募
集

暫
採
用
決
定
作
品
は
、
氏
名
、
住

所（
市
町
村
名
ま
で
）を
公
表
し

ま
す

●
賞
／
賞
金

最
優
秀
賞（
１
点
）

糸
１
万
円

部
門
賞（
各
２
点
）
糸

大
人
・
中
高
生
・
子
ど
も
部
門

で
そ
れ
ぞ
れ
５
千
円

優
秀
賞

（
５
点
）
糸
２
千
円

※
高
校
生
以
下
に
は
同
額
の
図
書

カ
ー
ド
を
贈
呈
。

●
結
果
発
表

９
月
上
旬（
予
定
）

●
申
し
込
み

５
月

日
捷
～
７

２３

月

日
晶
に
、
は
が
き
に
郵
便
番

２２
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
性
別
・
職
業
又
は
学
校
名・

電
話
番
号
・
作
品
・
作
品
の
解
説

（

字
以
内
）を
記
入
し
、
郵
送

５０
（
必
着
）で
環
境
都
市
推
進
課（
〒

－

８
５
０
１
住
所
記
載
不
要
）

４４６へ※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内「
さ

わ
や
か
マ
ナ
ー
川
柳
募
集
」の

ペ
ー
ジ
か
ら

も
応
募
可
。

※
応
募
作
品
数

に
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■問
▼
環
境
都
市
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１

地
震
の
揺
れ
を
感
知
し
、
自
動

的
に
電
気
の
供
給
を
遮
断
す
る
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
。
各
家
庭
に
設
置

す
る
こ
と
で
、
出
火
を
防
止
し
、

地
震
時
の
火
災
被
害
を
軽
減
す
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。

本
市
で
は
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

設
置
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

●
対
象
製
品

分
電
盤
タ
イ
プ

（
内
蔵
型
又
は
増
設
型
）

●
対
象
者

①
～
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

①
対
象
地
域
内（
※
）に
市
の
耐
震

改
修
補
助
金
を
受
け
て
耐
震
改

修
工
事
を
行
っ
た
住
宅
を
所
有

②
対
象
地
域
内（
※
）に
住
宅
を
所

有
③
対
象
地
域
内（
※
）で
住
宅
を
新

築
予
定

※
対
象
地
域
と
は
国
勢
調
査
に
基

づ
く
人
口
集
中
地
区
の
こ
と
で

す
。
詳
し
く
は
、
総
務
省
統
計

局
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
j
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」で
確
認
す
る
か
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
補
助
率
及
び
上
限
額

①
糸
購
入
・
設
置
費
用
の
３
分
の

２
、
上
限
５
万
円

②
糸
購
入
・

設
置
費
用
の
３
分
の
２
、
上
限
２

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
補
助

万
円

③
糸
上
限
１
万
円

●
予
算
額

万
円

３００

※
申
請
が
予
算
額
を
超
え
た
時
点

で
受
け
付
け
を
終
了
。

●
そ
の
他

申
請
前
に
工
事
着
手

し
て
い
る
場
合
は
補
助
金
を
交
付

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
記
載
し
た

ほ
か
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す

●
申
し
込
み

捷
～
晶
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分（
抄
を
除

３０

１５

く
）に
、
申
請
書
等
を
持
っ
て
危

機
管
理
課
へ

※
申
請
書
は
同
課
・
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

■問
▼
危
機
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
２
０
）

７１

安
城
の
夏
の
風
物
詩「
安

城
七
夕
ま
つ
り
」。今
年
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ち
な
み
、
テ

ー
マ
を「
輪
」と
し
て
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
賛
く
だ
さ

い
。

●
協
賛
媒
体
・
協
賛
金

暫
協
賛
金

１
口
５
０
０
０
円
か
ら

暫
公
式
読
本
広
告

８
万
５
０
０
０
円
か
ら

暫
う
ち
わ（

本
）

１００

１
万
８
０
０
０
円
か
ら

暫
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

（
１
０
０
０
個
）

２
万
１
０
０
０
円
か
ら

暫
ボ
ー
ル
ペ
ン（

本
）

１００

１
万
８
０
０
０
円
か
ら

暫
竹
飾
り（
１
本
）

４
万
円
か
ら

●
そ
の
他

記
載
し
た
ほ
か

に
も
協
賛
媒
体
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い

●
申
し
込
み

５
月

日
昇

３１

ま
で
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
に
、
安
城
七
夕
ま
つ
り
協

賛
会（
安
城
商
工
会
議
所
内

／
緯〈

〉５
１
７
５
）へ

７６



５
月
９
日
に
市
制
施
行

周
年

６４

発
展
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
式
典

に
お
い
て
、
本
市
の
発
展
に
尽
く

し
た
皆
さ
ん
を
市
政
功
労
者
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
功
労
の

あ
っ
た
皆
さ
ん
を
一
般
功
労
者
と

し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成

年
度
中
に
多
額

２７

の
寄
付
等
を
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
特

別
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

〈
敬
称
略
〉

尾
本
雅
光（

歳
／
公
平
委
員
／

ま
さ
み
つ

７３

桜
町
）

藤
野
千
秋（

歳
／
町
内
会
長
／

ち
あ
き

７４

城
南
町
）

杉
山
秀
樹（

歳
／
町
内
会
長
／

ひ
で
き

６６

明
治
本
町
）

太
田
邦
昭（

歳
／
保
護
司
／
川

く
に
あ
き

７６

島
町
）

山
本
隆
教（

歳
／
同
／
別
郷
町
）

た
か
の
り

７３

伊
藤
惠
美
子（

歳
／
同
／
美
園

え

み

こ

６８

町
）

加
藤
芳
子（

歳
／
交
通
指
導
員

よ
し
こ

６０

／
箕
輪
町
）

金
子
功
男（

歳
／
安
城
商
工
会

い
さ
お

７４

議
所
議
員
・
常
議
員
・
副
会
頭
／

住
吉
町
）

岡
田
初
夫（

歳
／
安
城
商
工
会

は
つ
お

６４

議
所
議
員
／
日
の
出
町
）

大
嶽
岩
雄（

歳
／
安
城
商
工
会

お
お
た
け
い
わ
お

６４

議
所
常
議
員
・
筆
頭
常
議
員
／
桜

町
）

富
田
清
治（

歳
／
安
城
商
工
会

き
よ
は
る

６２

議
所
議
員
・
常
議
員
・
筆
頭
常
議

員
／
藤
井
町
）

笠
原
喜
美
江（

歳
／
安
美
展
審

き

み

え

７９

査
員
／
榎
前
町
）

広報あんじょう 2016.5.15 画

中
根
雅
楽
抄
都（

歳
／
安
城
文

う

た

さ

と

７１

化
協
会
理
事
／
日
の
出
町
）

渡
邉
鍾し

ょ
う

藏（

歳
／
安
城
市
硬
式

ぞ
う

７１

テ
ニ
ス
協
会
会
長
・
安
城
市
体
育

協
会
理
事
／
大
東
町
）

荒
川
清
明（

歳
／
ス
ポ
ー
ツ
推

き
よ
あ
き

６７

進
委
員
／
桜
井
町
）

野
村
富
雄（

歳
／
安
城
市
軟
式

と
み
お

６４

野
球
連
盟
理
事
長
・
安
城
市
体
育

協
会
副
理
事
長
／
篠
目
町
）

鈴
木
盛
久（

歳
／
安
城
市
バ
レ

も
り
ひ
さ

６１

ー
ボ
ー
ル
連
盟
理
事
長
・
安
城
市

体
育
協
会
常
任
理
事
／
豊
田
市
）

遠
山
満（

歳
／
消
防
団
員
・
分

み
つ
る

４６

団
長
／
浜
屋
町
）

石
川
秀
孝（

歳
／
消
防
団
員
・

ひ
で
た
か

４４

分
団
長
・
副
団
長
／
村
高
町
）

築
山
信
之（

歳
／
消
防
団
員
・

の
ぶ
ゆ
き

４３

分
団
長
／
相
生
町
）

笠
原
正
樹（

歳
／
同
／
東
別
所

ま
さ
き

４１

町
）

森
下
俊
夫（

歳
／
同
／
昭
和
町
）

と
し
お

４１

富
安
政
広（

歳
／
同
／
美
園
町
）

ま
さ
ひ
ろ

４０

近
藤
一（

歳
／
同
／
別
郷
町
）

は
じ
め

４０

宮
川
智
行（

歳
／
同
／
池
浦
町
）

と
も
ゆ
き

４０

小
鹿
祐
樹（

歳
／
同
／
里
町
）

お
じ
か
ゆ
う
き

４０

増
田
浩
明（

歳
／
同
／
篠
目
町
）

ひ
ろ
あ
き

４０

藤
岡
忍（

歳
／
同
／
同
）

し
の
ぶ

４０

木
下
弘
之（

歳
／
同
／
同
）

ひ
ろ
ゆ
き

４０

稲
垣
隆
則（
障
害
福
祉
の
た
め
の

た
か
の
り

寄
付
／
岡
崎
市
）

鳥
居
祝
子（
地
域
医
療
事
業
の
た

の
り
こ

め
の
寄
付
／
緑
町
）

山
田
節
子（
障
害
福
祉
の
た
め
の

せ
つ
こ

寄
付
／
岡
崎
市
）

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー（
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
た
め
の
寄
付
／
刈
谷
市
）

久
野
和
洋（
芸
術
文
化
振
興
の
た

か
ず
ひ
ろ

め
美
術
品
の
寄
贈
／
東
京
都
国
分

寺
市
）

香
村
愛
子（
同
／
明
治
本
町
）

あ
い
こ

ア
イ
シ
ン
精
機
株
式
会
社（
道
路

維
持
及
び
緊
急
災
害
時
の
パ
ト
ロ

ー
ル
用
車
両
の
寄
贈
／
刈
谷
市
）

吉
見
幸
造（
永
年
、
弁
護
士
法
律

こ
う
ぞ
う

相
談
の
相
談
員
と
し
て
尽
力
／
弁

天
町
）

■問
▼
秘
書
課

（
緯〈

〉２
２
０
１
）

７１

市市市市市市市市市市
政政政政政政政政政政
功功功功功功功功功功
労労労労労労労労労労

市
政
功
労
者者者者者者者者者者者

特特特特特特特特特特
別別別別別別別別別別
感感感感感感感感感感
謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝
状状状状状状状状状状
被被被被被被被被被被
贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈
呈呈呈呈呈呈呈呈呈呈

特
別
感
謝
状
被
贈
呈
者者者者者者者者者者者

一一一一一一一一一一
般般般般般般般般般般
功功功功功功功功功功
労労労労労労労労労労

一
般
功
労
者者者者者者者者者者者

市
政
功
労
者
・
一
般
功
労
者
を
表
彰

４
月

日
現
在
、
本
市
に

２０

住
民
登
録
が
あ
る
左
記
対
象

者
に
、
５
月
６
日
付
け
で
、

が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
を
送
付
し
ま
し
た
。

●
受
診
期
間

来
年
２
月
２８

日
昇
ま
で

※
今
年
度
か
ら
受
診
期
間
が

短
く
な
っ
て
い
ま
す
。
早

め
の
受
診
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
保
健
セ

ン
タ
ー（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

■
子
宮
頸
が
ん
検
診

●
内
容

問
診
・
視
診
・
細

胞
診

●
対
象

平
成
７
年
４
月
２

日
～
平
成
８
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
女
性

■
乳
が
ん
検
診

●
内
容

問
診
・
視
触
診
・

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

●
対
象

昭
和

年
４
月
２

５０

日
～
昭
和

年
４
月
１
日
生

５１

ま
れ
の
女
性

広報あんじょう 2016.5.15臥

●
と
き

７
月

日
昌
～
８
月

２０

３１

日
昌
午
前

時
～
午
後
３
時（
休

１１

園
日
を
除
く
）

※
８
月
６
日
松
・
７
日
掌
・

日
１３

松
・

日
掌
・

日
松
・

日

１４

２０

２１

掌
・

日
松
・

日
掌
は
午
後

２７

２８

３
時
～
８
時
。

●
内
容

デ
ン
パ
ー
ク
の
イ
メ
ー

ジ
に
合
う
夏
ら
し
い
演
奏
や
ダ
ン

ス
の
発
表
。
大
音
量
の
演
奏
は
不

可

演
奏
時
間獅

分
の
ス
テ
ー

３０

ジ
を
１
・
２
回

●
定
員

各
１
組
程
度

●
そ
の
他

暫
デ
ン
パ
ー
ク
の
音
響
機
材
を
利

用
で
き
ま
す
が
、
高
度
な
操
作

が
必
要
な
場
合
は
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
を
手
配
し
て
く
だ
さ
い

暫
応
募
者
多
数
の
場
合
、
出
演
を

お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

暫
６
月

日
昭
ま
で
に
出
演
の
可

３０

否
を
連
絡
し
ま
す

暫
出
演
者
１
人
に
つ
き
２
枚
の
デ

ン
パ
ー
ク
招
待
券
を
進
呈
し
ま

す
●
申
し
込
み

６
月

日
捷（
必

２０

着
）ま
で
に
、
代
表
者
の
住
所
・

氏
名
・
電
話（
フ
ァ
ク
ス
）番
号
・

●
開
所
日
時

７
月

日
昭
～
８

２１

月

日
昌
午
前
７
時

分
～
午
後

３１

３０

７
時（
掌
抄
を
除
く
）

※
土
曜
日
は
拠
点
児
童
ク
ラ
ブ
で

の
開
所
に
な
り
ま
す
。

●
対
象
児
童

１
日
４
時
間
以
上

の
就
労
等
の
理
由
に
よ
り
、
家
庭

に
保
護
者
及
び

歳
以
下
の
同
居

６９

の
親
族
が
い
な
い
小
学
１
～
６
年

生
で
、
集
団
生
活
が
で
き
る
児
童

●
費
用

月
額諮

７
月
糸
５
２
０

０
円

８
月
糸
８
６
０
０
円

い

ず
れ
も
別
途
お
や
つ
代
が
月
１
０

０
０
円
必
要

※
通
所
期
間
中
は
、
弁
当
・
水
筒

の
持
参
が
必
要
で
す
。

●
そ
の
他

各
児
童
ク
ラ
ブ
に
は

定
員
が
あ
り
、
入
会
の
決
定
に
つ

い
て
は
優
先
順
位（
低
学
年
・
就

労
状
況
等
）が
あ
り
ま
す
。
各
児

童
ク
ラ
ブ
の
空
き
状
況
等
の
詳
細

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み

６
月
１
日
昌
～
３０

日
昭
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

（
松
掌
を
除
く
）に
、
申
込
用
紙
・

就
労
証
明
書
等
を
持
っ
て
子
育
て

支
援
課（
あ
ん
ぱ
～
く
内
）へ

※
申
込
用
紙
は
同
課（
あ
ん
ぱ
～

く
内
）・各
児
童
ク
ラ
ブ
で
配
布
。

■問
▼
子
育
て
支
援
課

（
緯〈

〉２
３
１
９
）

７２

夏
休
み
の
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
を
受
け
付
け

デ
ン
パ
ー
ク
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ
ベ
ン
ト
出

演
者
を
募
集

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
参
加
希
望

日（
可
能
日
が
複
数
あ
れ
ば
全
て

記
入
）・参
加
人
数
と
、
演
奏
内
容

の
わ
か
る
Ｍ
Ｄ
、
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

等
デ
モ
テ
ー
プ
を
デ
ン
パ
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
参
加
者
募
集
係（
〒

－４４６

０
０
４
６
赤
松
町
梶
１
）へ

※
デ
モ
テ
ー
プ
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

な
お
、
過
去
１
年
間
に
出
演
実

績
の
あ
る
人
は
、
デ
モ
テ
ー
プ

の
提
出
は
不
要
で
す
。

■問
▼
デ
ン
パ
ー
ク

（
緯〈

〉７
１
１
１
）

９２

◎
市
民
協
働
推
進
基
金
と
は

市
民
協
働
推
進
基
金
に
は
、
皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
が

集
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
寄
付
金

額
と
同
額
を
市
が
積
み
立
て
て
い

ま
す
。

こ
の
基
金
は
、
市
民
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
や
地
域
が
抱
え
る
諸
課

題
の
解
決
に
つ
な
が
る
よ
う
な
事

業
を
対
象
と
し
た「
市
民
活
動
補

助
金
」の
原
資
と
な
り
、
市
民
活

動
団
体
の
自
立
と
発
展
及
び
、
市

民
協
働
の
推
進
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

◎
寄
付
方
法

①
～
④
の
い
ず
れ
か

の
方
法
に
よ
り
、
寄
付

を
お
願
い
し
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

①
市
民
協
働
課
窓
口

②
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

設
置
の
募
金
箱

③
納
付
書
に
よ
る
振
り

込
み

④
現
金
書
留

市
民
協
働
推
進
基
金
へ
寄
付
を
お

願
い
し
ま
す

■
寄
付
者
へ
の
税
の
優
遇
措
置

２
０
０
０
円
以
上
の
寄
付
で
、

所
得
税
・
住
民
税
・
法
人
税（
法

人
市
民
税
）が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

税
の
軽
減
例諮

１
万
円
の
寄
付
糸

８
０
０
０
円
軽
減

３
万
円
の
寄

付
糸
２
万
８
０
０
０
円
軽
減

※
税
金
滞
納
者
・
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
設
置
の
募
金
箱
へ
の
寄
付

者
は
税
の
軽
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■問
▼
市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１


